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世
の
中
が
め
ま
ぐ
る
し

く
移
り
行
く
中
で
、
そ
の

流
れ
に
遅
れ
な
い
よ
う
に

努
力
す
る
こ
と

は

、

主

婦

と

し

主

同
1
h十
Ha-

て

大

変

な

こ

と

，

、

だ
と
田
ゃ
い
ま
す
。

-

J

ま
し
て
や
、
町
守
つ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
宇
包、、

とてもとても.:;.:.::.:;.:~.、
O

P

刀

し
か
し
、
と
は
言
つ
て
も
、
私
も
こ
の
曲
豊豆

町
で
き

iよ〉う
7Lの暮
し
、
あ
し
た
の
暮
し
に
う
と

汗
を
流
す
一
人
。
夢
も
あ
れ
ば
悩
み
も
多
け
生

t
l
 

い
主
婦
。
ビ
ジ
ョ
ン
と
ま
で
は
及
ば
な
く
れ

d

一

と
も
、
さ
さ
や
か
な
願
い
を
述
べ
て
み
る
良
一

ふ
A

Z

L
レ
ド
ド

L
a
E

こ

と

と

い

た

し

ま

す

。

、

j
ベ

私
の
場
合
で
あ
れ
ば
、

A
7
は
大
き
な
目

標
よ
り
も
、
小
さ
な
身
近
な
こ
と
か
ら
着
実
に
実
行

し
て
ゆ
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
子
ど
も
も
小

さ
く
、
一
日
の
時
聞
が
A
7
の
倍
ほ
ど
あ
れ
ば
と
思
い

つ
つ
暮
し
て
い
る
私
は
、
家
庭
を
守
る
の
が
精
い
っ

ぱ
い
で
す
か
ら
:
:

と
こ
ろ
で
、
教
育
の
む
つ
か
し
さ
が
論
じ
ら
れ
る

今
日
こ
の
ご
ろ
、
ご
く
普
通
の
子
ど
も
に
育
て
る
こ

と
さ
え
む
つ
か
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
公
害
や

複
雑
な
社
会
情
勢
の
中
で
、
守
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

祥子

(33歳)

長浜・商業

口河

耐
え
る
こ
と
も
教
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

い
ろ
い
ろ
な
催
し
も
の
に
参
加
し
、
話
し
合
う
場
と

豊
富
な
知
識
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
す
ら

な
か
な
か
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
主
婦
と
し
て
の
役
割
を
ど
こ

ま
で
果
た
せ
る
か
・
・
・
。

県児童生徒発明工夫展

こんどは「星盛観測機」で知事費ノ
長小の谷川I.丸田さんの作品

一
家
庭
の
幸
せ
マ
つ
く
り
が
、
直
接
町
ふ
つ
く
り
に
つ

な
が
る
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
家
庭

を
守
り
、
夫
を
助
け
働
き
や
す
く
す
る
こ
と
も
間
接

的
な
町
守
つ
く
り
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
生
き
方
が
あ
り
ま
す
。

私
は
ま
ず
自
分
の
立
場
を
見
き
わ
め
、
自
分
が
社
会

に
果
た
せ
る
責
任
を
見
い
出
す
こ
と
に
始
ま
り
、
豊

か
な
町
づ
く
り
、
町
の
発
展
に
働
い
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
方
々
と
少
し
で
も
力
を
合
わ
せ
て
ゆ
け
ば
、
き

っ
と
豊
か
な
町
、
豊
か
な
家
庭
ゃ
つ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
信
じ
ま
す
。

十
年
近
く
長
浜
町
を
離
れ
て
生
活
を
し
た
私
た
ち

家
族
は
、
こ
の
町
に
住
む
人
々
の
都
会
と
違
っ
た
よ

い
意
味
で
の
連
帯
性
、
そ
し
て
、
人
情
の
豊
か
さ
を

よ
り
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
ど
ん
な
に
社

会
が
変
わ
っ
て
も
、
こ
の
二
つ
が
し
っ
か
り
と
根
づ

い
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
き
っ
と

H

理
想
の
長
浜
町
J

に
道
は
開
け
て
ゆ
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

お
と
と
し
に
は
最
高
賞
の
「
知
事
賞
」
、
去
年
は
「
県
教
育
長
賞
」
と
連
続

上
位
入
賞
に
輝
く
長
浜
小
学
校
生
徒
の
作
品
が
、
第
三
卜
六
回
県
児
童
生
徒

発
明
工
夫
展
で
ま
た
も
や
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

み
ご
と
「
知
事
賞
」
を
射
止
め
た
の
は
、
六
年
生
の
谷
川
光
さ
ん
と
丸
田

恵
子
さ
ん
の
作
っ
た
「
星
座
観
測
機
」

o

天
球
儀
と
記
録
装
置
と
観
測
筒
が

完
全
に
連
動
す
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
天
球
儀
で
目
的
の
星
を
探
し
、

観
測
筒
を
合
わ
せ
る
と
、
記
録
装
置
の
赤
ラ
ン
プ
の
光
線
が
星
の
位
置
や
動

き
を
半
球
に
え
が
き
、
こ
の
線
を
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
、

星
の
観
察
が
簡
単
、
正
確
に
で
き
「
小
学
生
の
域
を
出
た
発
明
」
と
審
査
員

か
ら
激
賞
さ
れ
た
と
り
7
こ
と
で
す
。

今
回
は
県
下
小
中
学
校
合
わ
せ
て
二
十
八
校
百
四
十
四
点
(
長
小
か
ら
は

二
十
点
)
の
出
品
作
品
か
ら
特
賞
五
点
、
佳
作
卜
点
が
選
ば
れ
、
同
校
生
徒

の
作
品
は
こ
の
う
ち
特
賞
の
中
の
最
高
賞
一
点
、
佳
作
三
点
、
努
力
賞
二
点

を
占
め
、
ま
た
ま
た
す
ば
ら
し
い
成
績
。
特
賞
の
中
央
審
査
の
結
果
が
待
た

れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
実
績
が
実
っ
て
長
浜
小
学
校
は
、
団
体
賞
と
も
い
え
る

優
良
学
校
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

わ
め
で
と
う
谷
川
、
丸
田
さ
ん
、
そ
し
て
長
浜
小
学
校
の
皆
さ
ん
。

〔
写
真
は
知
事
賞
作
品
と
、
こ
れ
を
発
明
し
た
谷
川
さ
ん
(
右
)
と
丸
田

さ
ん
〕

ぃ6 一二;自
のヰ署器
具月 L 皇ま
間 J1 聖二
を44諸事
延サ率早
長ソ

扱

来
年

5
月
中
旬
ま
で
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預
金
や
貯
金
の
利
率
は
、
こ
と
し
五

月
六
日
か
ら
の
引
き
下
げ
に
続
い
て
、

さ
ら
に
九
月
に
も
引
き
下
げ
ら
れ
、
た

と
え
ば
、
一
般
の
方
の
一
年
定
期
も
の

の
預
金
や
貯
金
の
場
合
で
す
と
五
月
に

一
%
、
九
月
に

0
・
五
%
引
き
下
げ
ら

れ
て
現
在
五
・
二
五
%
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
福
祉
年
金
や
福
祉
手
当
受
給
者

の
預
貯
金
の
利
率
に
つ
い
て
は
五
月
に

0
・
二
五
%
引
き
下
げ
ら
れ
た
だ
け
で

三
定
の
期
間
」
に
預
け
入
れ
た
一
年

定
期
の
預
金
ま
た
は
貯
金
に
限
り
一
人

百
万
円
ま
で
は
六
・
七
五
%
以
下
の
有

利
な
利
率
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
「
一
定
の
期
間
」
が
こ
の
ほ
と
延

長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
こ

と
し
の
五
月
十
六
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
聞
に
預
け
入
れ
た
も
の
に

限
る
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
金
融
機

関
で
は
五
十
三
年
五
月
十
五
日
ま
で
、

i

郵
便
局
で
は

〉」
U

小
合

¥Jν

五
十
三
年
五

?ν

与
議
務
審
り
h
〈

月

二

十

日

ま

J
う
繍
感
議
隷
繋
宵
j
J
F

で
に
預
け
入

f
れ
か
ι

ん
a
銭
円
旬
れ
た
も
の
ま

{

で

六

・

七

五

%
の
利
率
扱
い
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〔
福
祉
年
金
お
よ
び
福
祉
手
当
受
給

者
と
は

l
障

f

害
福
祉
年
金
・
母
子
福
祉

年
金
・
準
母
子
福
祉
年
金
・
老
齢
福
祉

年
金
・
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
・
福
祉
手
当
・
持
別
手
当
・
健

康
管
理
手
当
・
保
健
手
当
ー
な
ど
の
い

ず
れ
か
を
受
け
て
い
る
方
〕
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同
議
会
の
席
で
増
田
さ
ん
は
「
執

行
機
関
の
長
で
あ
り
、
地
方
公
共

団
体
を
代
表
す
る
町
の
代
表
で

あ
る
町
長
を
補
佐
し
、
時
に

j玄場寸圏Jili支とた[>あ

『
キ
ケ
ン
、
か
き
根
の
は
み
出
し
』

今
す
ぐ
点
検
を

ま
た
投
書

先

H
、
一
町
民
の
方
か
ら
声
の
箱
に

「
道
路
に
は
み
出
し
た
家
垣
の
木
の
校

で
あ
や
う
く
目
を
つ
く
と
こ
ろ
で
し
た
。

幸
い
額
に
か
す
り
傷
を
つ
く
っ
た
程
度

で
済
み
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
家
垣

は
一
日
も
早
く
取
り
除
け
て
ほ
し
い
。

役
場
で
都
合
悪
け
れ
ば
警
察
に
た
の
ん

で
E

E

」
と
い
う
投
書
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

ビ旬、
これまでに長浜駅に設置した福祉傘は280*。
なのにきょうもこれっ'i"っち。どこへ11'ったのつ

~‘ 

心
に
誓
っ
て
い
た
、
が
、
後
任

者
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
含
め
て
、
ご
要
請

に
抗
し
切
れ
ず
、
身

た
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
投
書
は
さ
る

四
十
八
年
に
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
相
手
を
名
差
し
し
た
文
面
で
し
た
た

め
、
本
文
そ
の
ま
ま
の
掲
載
は
控
え
さ

せ
て
項
き
代
弁
さ
せ
て
項
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
か
き

根
の
あ
る
方
は
、
さ
っ
そ
く
点
検
さ
れ
、

交
通
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
安
全

な
道
路
通
行
が
で
き
る
よ
う
善
処
方
を

わ
願
い
い
た
し
ま
す
。

時
歳
に
な
っ
て
も

減
額
の
ま
ま

年
金
の
繰
り
上
げ
受
給
者

声
:
。
私
は
六
十
二
歳
か
ら
老
齢
年
金

の
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
る
者
で

す
。
こ
の
ト
二
月
で
満
六
十
五
歳
に
な

0-一喝

年
末
郵
便
は

お

早

目

に

o一一-0

年
末
の
郵
便
物
は
平
常
の
四
倍
に
も

な
り
ま
す
。
年
賀
状
や
小
包
の
差
出
し

は
早
目
に
準
備
し
て
く
、
だ
さ
い
。

マ
小
包
の
差
し
出
し
は
ロ
月
日
日
ま
で
。

マ
年
賀
状
の
差
し
出
し
は
ロ
月
初
日
ま

で
に
。

マ
郵
便
番
号
は
正
し
く
は
っ
き
り
と
、

あ
て
名
は
く
わ
し
く
ム
お
書
き
く
だ
さ
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第3国定例会

長
浜
町
議
会
第
三
固
定
例
会
が
十
月
二
十
七

日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、

助
役
の
選
任
案
件
、
補
正
予
算
な
ど
土
程
さ
れ

た
三
つ
の
議
案
と
議
員
提
出
案
件
一
件
を
い
、
ず

れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
小
川
儀
三
郎
議
員
と

堤
正
和
議
員
が
合
わ
せ
て
四
件
の
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
こ
と
、

容
は
次
の
通
り
。

一
般
質
問
の
お
も
な
内

『
長
浜
音
頭
』
製
作
費
な
ど
補
正

保
膏
所
へ
の
問
自
動
火
災
位
一
一
一
一
日
報
装
置
費
も

一
般
会
計
予
算
に
今
回
一
億
一
千
七

百
二
十
六
万
八
千
円
が
補
正
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
も
な
使
い
み
ち
は
次
の
通

円
リ
。

老
朽
に
と
も
な
う
豊
茂
伊
予
鉄
パ
ス

車
庫
ム
お
よ
び
宿
舎
建
築
工
事
請
負
費
。

白
山
歯
(
診
療
所
裏
)
防
災
工
事
お
よ

び
お
年
寄
り
の
作
業
所
新
設
工
事
請
負

費
。
上
成
地
区
道
路
(
上
老
松
)
舗
装

ほ
か
工
事
請
負
費
。
長
浜
、
沖
浦
、
出

海
、
櫛
生
の
各
保
育
所
へ
の
自
動
火
災

警
報
装
置
設
備
工
事
請
負
費
。
白
滝
児

童
交
通
遊
園
修
繕
費
。
緊
急
粗
飼
料
増

産
総
合
対
策
事
業
補
助
百
九
十
二
万
一

千
円
。
櫛
生
一
号
線
農
道
ほ
か
四
か
所

の
工
事
請
負
費
。
「
長
、
浜
音
頭
」
製
作

委
託
料
お
よ
び
歌
詞
公
募
賞
金
四
百
八

万
円
。
白
滝
公
園
遊
歩
道
新
設
工
事
請

負
費
。
町
道
須
沢
J
込
ノ
奥
線
改
良
工

事
請
負
費
。
長
浜
J
保
内
線
改
良
ほ
か

九
線
(
県
営
)
の
負
担
金
二
千
百
四
十

万
円
。
櫛
生
の
高
松
川
復
旧
工
事
請
負

議傑錨縦書時開駁¢誕探線鋳輔副滋縫程調

「旧長浜大橋の存続

よい結果がー一』

国T長の行政諸搬報告

議案の審議の前に、町長は行政諸

般の報告を行いました。その概要は

次の通り。

(1)旧長浜大橋の存続について、 8

月18日と 10月26日に、町議会の議長

を始め代表の方々と県当局に対して

陳情をしており、近々のうちによ

い結果が出る

ものと期待し

ている。

(2)国道 378
号線の改良整

備促進につい

て、 8月23日、

同月24日に、

l市3町で作

っている国道 1

378号線整備

促進協議会に

よる本省陳情をしており、今回はと

くに、この路線全体の総ワクの大幅

な増額といったことを中心に、強力

に要請をした。

(3)10月14日に高知県で開催された

四国四県町村長大会に出席、町政との

大きな課題である町村財政の強化確

立や国保制度の改善充実のほか、当

面する重要な課題解決のための決議

をし、それぞれ園、県などへ強力な

要請をして目的達成のために努力す

ることを決議してきた。

存続が望まれる

旧長浜大橋

二
部
ポ
ン
プ
蔵
置
所
改
築
工
事
請
負
費
。

1 

1 
11 

1， 

11 

1 
11 

11 

一臆会計

費
。
長
浜
港
湾
工
事
(
県
営
)
負
担
金

三
千
九
百
三
十
三
万
七
千
円
。
町
道
駒

子
町
線
、
出
海
の
土
居
地
区
な
ど
四
か

所
の
下
水
道
新
設
改
良
工
事
請
負
費
。

消
防
団
大
和
八
万
団
第
二
部
ポ
ン
プ
蔵
置

所
工
事
請
負
費
。
消
防
団
白
滝
八
万
団
第

ゆ句、-zZ雷、
J

、-===、，、==言、
yn
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イニ三一
-eh

…
¥
衰
J

長
浜
音
頭
の
作
製
に
つ
い
め
、
本
紙
昭
和
五
十
三
年
一
月
号
で
~

山
〉
発
〈
て
は
、
四
百
八
万
円
の
補
正
発
表
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
た
叩

日
〉
で
〈
予
算
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
で
、
だ
し
、
入
賞
作
品
に
ふ
さ
わ
し
い
も
~

f

ロ
可
〈
長
浜
町
民
の
歌
作
製
委
長
会
の
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
再
検
討
と

t

…
一
月
~
(
事
務
所

1
役

¥

ノ

ヨ

見

い

う

こ

と

に

な

り

そ

う

o

A

…

立

場

商

工

課

内

)

法

改

譲

優

秀

賞

の

歌

詞

は

、

土

~
清
一
で
は
、
た
だ
ち
盟
国
穴
/
ワ
語
障
一
門
家
に
審
査
を
依
頼
し
て
川

~
~
噛
一
に
町
内
全
戸
に
詩
型
作
吋
者
向
完
成
作
品
に
仕
上
げ
る
と
…

州

問

ノ

歌

詞

募

集

の

チ

毘

出

/

〈

」

と

も

に

、

作

曲

は

作

曲

家

仙

一
ラ
シ
を
配
付
し
ま
し
た

o

l

P

4

/

L

に
依
頼
。
詞
曲
が
完
成
す
~

ベ
し
め
切
り
は
こ
の
十
一
月
末
日
で
、
れ
ば
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
、
約
二
千
叫

V

十

二

月

十

日

ま

で

に

は

応

募

作

品

か

枚

を

製

造

す

る

計

画

。

~

引
ら
優
秀
賞
一
編
(
賞
金
五
万
円
て
よ
い
歌
が
生
ま
れ
ま
す
よ
う
に
。
…

蜘
佳
作
三
編
(
賞
金
各
一
万
円
)
を
決

p
r
-
z
一
=
-
r
a
z
-
-
一
-
f
-
-
E
t
-
-
-
=
-
-
o
f
-
-
z
t
-
一
三
一
-
t
-
z
t
-
-
E
F
T
-
z
-
f
ニ
一
言
一
、
i
r
-
-
f
E
t
-
-川

町
防
災
無
線
施
設
整
備
工
事
請
負
費
。

戒
川
公
民
館
用
V
T
R
購
入
費
四

十
万
円
。
鎌
ノ
久
保
線
農
道
災
害

復
旧
工
事
請
負
費
。

今
回
の
補
正
で
当
会
計
予
算
総

額
は
二
十
二
億
五
千
六
百
二
十
七

万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

29日は町内各施設の巡視が行われた。

(沖浦保育所を視察する各議員)

助
役
選
任
に
同
意

さ
る
五
月
八
日
以
来
空
席
に
な

っ
て
い
た
長
浜
町
助
役
の
選
任
に

つ
い
て
、
町
長
は
前
の
助
役
、
増

田
晴
茂
氏
(
五
九

)
l長
浜
ー
を

再
び
選
任
す
る
こ
と
で
議
会
の
同

意
を
求
め
た
結
果
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

(
関
連
記
事
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
)

老
齢
者
医
療
保
障

の
抜
本
改
革
要
請

を
決
議

楼
田
和
夫
議
員
か
ら
「
老
齢
者
医
療

保
障
に
関
す
る
抜
本
改
革
に
つ
い
て
の

決
議
室
田
」
案
件
が
提
出
さ
れ
審
議
さ
れ

た
結
果
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

決
議
書
の
文
面
は
次
の
通
り
。

。

老
齢
者
医
療
保
障
に
関
す
る
抜
本
改

革
に
つ
い
て
の
決
議
書

国
民
皆
保
険
の
仕
組
み
の
中
で
、
制

度
的
に
低
所
得
者
層
と
老
人
層
を
多
く

抱
え
て
い
る
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

老
齢
者
医
療
無
料
化
と
人
口
老
齢
化
現

象
の
進
行
と
と
も
に
、
他
の
社
会
保
険

制
度
に
比
し
著
し
く
過
重
な
医
療
費
負

担
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
早
急
に

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
財
政
破
た
ん

に
至
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

本
来
、
老
人
に
対
す
る
医
療
保
障
は
、

健
康
管
理
、
予
防
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ

等
包
括
的
医
療
保
障
の
対
策
が
一
貫
し

た
制
度
の
も
と
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、
そ
の
費
用
は
、
国
民
が
全
体

で
公
平
に
負
担
す
る
制
度
を
確
立
す
べ

き
で
あ
っ
て
、
現
行
の
糊
塗
的
対
策
に

よ
っ
て
は
、
本
格
的
な
人
口
の
老
齢
化

時
代
に
対
処
し
得
な
い
も
の
と
思
料
さ

れ
る
。本

議
会
は
、
以
上
の
趣
旨
に
よ
り
、

政
府
に
対
し
か
ね
て
検
討
中
の
老
齢
者

医
療
保
障
に
関
す
る
抜
本
改
革
を
、
昭

和
五
十
三
年
度
中
に
断
行
す
る
よ
う
要

請
す
る
。

右
決
議
す
る
。

愛
媛
県
土
喜
多
郡
長
浜
町
議
会

そ
の
ほ
か

マ
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別

会
計
予
算
に
今
回
貸
付
金
な
ど
一
千
二

百
七
十
九
万
八
千
円
が
補
正
さ
れ
ま
し

た。
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仁

殻

質

問

口

意明
j 二l:::: /~ 
劫 Jlユハつ

更なか
警いに

E す
Z る

小
川
一
一
訪
日
由
貿
・
兵
頭
信
男
氏
を
助
役
に

選
任
す
る
こ
と
が
汽
決
さ
れ
、
増
田
晴

茂
氏
が
再
選
き
れ
た
い
き
さ
つ
を
、
町

民
が
理
事
者
ま
た
は
議
会
の
当
時
の
関

係
者
に
質
問
を
す
る
よ
う
伝
機
会
を
設

け
た
均
台
、
埋
事
者
は
こ
れ
に
川
市
し

で
た
円
え
る
か
、
あ
る
い
は
、
み
ず
か
ら

そ
の
成
リ
行
き
の
問
題
点
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
か

菊
地
町
長
・
〉

τ7い
っ
た
こ
と
の
説

明
に
出
席
す
る
意
志
は
な
い
。
ま
た
、

今
こ
れ
が
正
し
か
っ
た
と
か
悪
か
っ
た

な
ど
、
戸
川
口
決
に
至
っ
た
い
き
さ
つ
を
悶

室議選霊空玄室翠霊

人
一
医
療
費
に

対
す
る
国
の
抜

本

策

が

要

盤趨踊麹議会一般費問。レポート臨璽璽忍マ

ー
福
太
す
る
国
保
負
担
金
J

堤
誌
貫
一
・
函
民
健
康
保
険
会
汁
は
年

々
増
夫
の
一
途
を
た
ど
り
、
加
入
者
の

負
担
総
額
は
町
民
税
に
匹
敵
す
る
ぼ
う

大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
①
こ
の
ま

ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
国
保
加
入
者
に
負
担

を
か
汁
る
考
え
か
②
町
の
財
源
の
持
ち

出
し
は
ど
の
程
度
に
な
つ
で
い
る
か
③

乱
診
乱
療
に
は
ど
の
止
う
な
対
策
を
も

っ
て
い
る
か
。

菊
地
町
長
・
①
に
つ
い
て
は
、
老
人

の
医
療
費
の
無
料
化
や
高
額
療
養
費
制

度
の
導
入
に
よ
り
、
老
人
医
療
費
が
国

保
吋
攻
を
巴
迫
す
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
あ
り
、
閉
山
の
抜
本
的
な
施
策

rr待

つ
ほ
か
は
な
い
が
、
町
と

L
て
も
郡
あ

ら
か
に
ず
る
考
え
は
な
い
。

ー
す
古
と
ゐ
加
周
で

寺
ハ
ユ

-
H
1〈
主

Hr--ロ
J
(

ー
町
政
の
明
朗
化

i

小
川
議
員
(
的
役
人
事
問
題
全
仰

に
)
!
悪
か
っ
た
こ
と
は
悪
か
っ
た
~
と

い
う
よ
う
な
反
省
が
な
い
限
り
、
町
政

の
明
朗
化
は
で
き
な
い
。
理
事
者
は
二

れ
ま
で
の
よ
う
な
こ
と
な
か
れ
で
や
っ

て
ゆ
く
の
か
、
そ
れ
と
も
、
ど
う
改
め

て
や
っ
て
ゆ
く
考
え
か
。

菊
地
町
長
・
基
本
的
に
は
、
地
方
自

治
法
の
本
旨
に
基
づ
い
て
お

E
い
(
町

理
事
者
と
議
会
)
の
立
場
を
よ
く
理
解

し
、
十
分
に
機
能
が
発
揮
さ
れ
、
責
務

が
田
本
た
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
な
対
話
と
協
詞

が
大
変
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
常
に
そ

の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
取
り
組
ん
で
ゆ
く

姿
勢
で
対
処
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
明

朗
化
脊
図
っ
て
ゆ
き
七
い
と
考
え
て
い
る
。

る
い
は
県
単
位
打
、
凶
や
県
に
要
請
し
て

ゆ
く
覚
巴
で
あ
る
じ
な
お
、
先
に
問
か

れ
た
四
国
四
県
の
町
村
長
大
会
?
は
、

老
齢
者
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
別
立

て
の
医
療
保
険
制
度
を
創
設
し
て
も
ら

う
な
ど
、
技
本
的
な
対
策
を
講
じ
で
も

ら
う
よ
う
決
議
し
、
政
府
お
よ
び
国
会

に
要
請
を
し
た
c

②
に
つ
い
て

1
、
十
二
月
こ
ろ
に
医

療
費
の
値
上
げ
が
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
は
繰
越
金
の
約
一
千
-
一

百
万
円
、
予
備
費
の
一
千
万
円
、
財
政

調
整
基
金
の
-
部
を
当
て
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
予
想
以
上
の
値
上
が
り
が
な
い

限
り
黒
字
が
保
て
る
と
思
う
。

③
の
被
保
険
者
側
の
乱
診
に
つ
い
て

は
、
あ
く
ま
で
も
本
人
個
々
の
自
覚
の

問
題
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
町
で
は
広

報
紙
や
衛
生
行
事
の
機
会
で
P
R
し
て

い
る
。
二
刀
、
病
院
側
の
乱
診
に
つ
け

て
は
医
師
の
支
持
伐
に
属
す
る
ご
と
で
あ

る
た
め
、
行
政
的
に
ど
う
チ
ェ
ッ
ク
す

る
か
と
い
う
こ
と
は
む
つ
か
し
く
、
や

は
り
被
保
険
者
の
自
覚
を
促
す
以
外
に

な
い
と
与
え
て
い
る
。

G
M
同
月
末

日
・

2

%

ー
建
設
一
日
中
班
活
資
執
行
率
l

堤
諮
問
員
・
・
・
①
公
共
事
業
に
対
す
る
予

算
の
執
行
状
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

財
政
調
整
積
立
基
金
は
役
場
庁
舎
の

建
設
に
当
て
ら
れ
る
と
い
う
ち
ま
た
の

話
に
は
根
拠
が
あ
る
か
。
も
し
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
こ
れ
を
械
助
事
業
の
推
進

に
使
っ
て
は
ど
う
か
之
宮
菊
地
町
長
は
物

事
に
取
り
組
む
と
き
(
一
;
二
の
例
を

挙
げ
)
な
ぜ
、
せ
っ
ゴ
つ
ま
っ
て
か
ら

動
き
向
す
の
か
、
あ
ま
り
に
も
計
画
性

が
な
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
③
長
浜

町
の
来
年
度
予
算
は
ど
の
程
度
に
な
る

か
。
ま
た
、
新
し
い
公
共
事
業
の
計
画

は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
も
コ
て
い
る
か

④
次
の
町
長
選
挙
に
菊
地
町
長
は
出
馬

す
る
意
志
は
あ
る
か
。

菊
地
町
長
p
'
¢
九
月
末
に
お
け
る
公

共
事
業
等
に
関
す
る
建
設
事
業
の
場
合

執
行
率
は
二
四
・
二
%
で
あ
り
、
昨
年

の
同
期
よ
り
約
四
%
伸
び
て
お
り
、
年

度
内
に
は
完
全
に
執
行
7
V

で
ゆ
く
方
針

で
進
め
て
い
る
。
な
か
、
財
政
調
整
基

金
は
土
地
対
策
積
立
金
を
合
わ
せ
て
七

千
九
百
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

使
い
み
ち
に
つ
い
て
は
慎
重
に
取
り
組

ん
で
ゆ
き
た
い
。

②
に
つ
い
て
は
、
議
員
各
位
の
し
っ

正
(
叱
|
)
を
恒
明
い
て
最
善
の
努
力
を

払
っ
て
ゆ
き
た
い
。

③
に
つ
い
て
は
、
総
合
基
本
計
画
の

策
定
の
段
階
で
同
時
に
取
り
ま
と
め
を

し
と
け
る
。

④
に
つ
い
て
現
在
一
番
大
事
な
こ
と

は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
与
え

ら
れ
た
今
の
職
責
を
ど
の
よ
う
に
一
万

↑
一
千
町
民
の
負
託
に
答
え
て
努
力
し
て

ゆ
く
か
と
い
う
こ
と
が
犬
切
な
課
題
で

あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る

これ景いキ
んたをつ約 l、'.:(~ 
な鑑括た百"付

会主見五号 長浜町絵を楽しむグループ

2T E主2 初の絵画屡好評 150人が鑑賞
と「も点き
は私多、さにど五十会れ トの百訪ホ長三がのし「誕
知たくま)はが卜人のたこし秋 iiれ Ii兵十十第む長生こ
ら ち見たや百油点)会絵のまを十とル開J日月ーグ浜しと
なのら 町八 号絵 c の員圃日しプ人鑑で体の二回ル町たし
か田[れ内十(では力(は展たレ(二 T守 防 育 二 十絵 l絵と
コに、の号ハ、と作現、示。ぞ笠宮か館日九画フのをいは
た も訪風とガ中ん約在同さ ン術 約 れ 大 問 、展」楽うに

う
れ
し
い
で
す
ね
」

回

「

他

の

展

覧

会

で

は

け

見

ら

れ

な

い

身

近

な

日

風

景

が

描

か

れ

て

い

つ

る

の

で

、

と

て

も

親

日

し

め

ま

す

ね

」

な

ど

賄

な

と

、

ど

の

人

に

も

好
評
。

ー

へ

同

会

の

メ

ン

バ

ー

訟

は

町

内

の

商

工

業

経

方

営

者

、

元

教

員

、

町

出

職

員

と

い

っ

た

職

業

訟
の
絵
画
愛
好
者
で
、

に

上

は

六

十

八

歳

か

ら

都
議
ド
は
二
十
二
歳
の
老

で
示
若
男
女
、
中
に
は
日

れ
展
以
や
県
展
の
入
選
入

連
震

族
園
賞
者
も
い
る
と
い
う

家
絵
顔
ぶ
れ
。
ゴ
」
の
町

に
も
一
つ
く
ら
い
洋

画
グ
ル

i
プ
が
な
く

て
以
町
の
恥
H

と
、
こ
の
一
局
、
結
成

に
踏
み
切
り
、
以
後
、
批
評
会
や
作
画

会
な
ど
も
開
い
で
勉
強
、
人
7

凶
の
第
一

回
展
開
催
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
「

同
会
で
は
今
後
も
毎
年
秋
に
展
覧
会

を
開
く
こ
と
に
し
て
お
り
「
会
員
を
ふ

や
し
て
も
っ
と
も
っ
と
こ
の
町
に
美
術

の
芽
を
ふ
か
せ
売
い
一
と
話
し
て
い
ま
す
ハ

一五

O
人
が
観
覧

多

彩

に

三
八

O
点

第
四
回
を
迎
え
た
中
央
公
民
館
主
催

の
ご
と

L
の
生
活
文
化
援
は

μ

創
造
と

連
帯
H

を
テ

l
マ
に
十
-
月
二
日
か
ら

四

H
ま
で
の
三
口
問
、
中
央
公
民
館
大

ホ
i
ル
で
聞
か
れ
ま
し
と
。
今
回
は
手

芸
品
、
絵
画
、
書
、
工
作
、
古
木
な
ど

合
わ
せ
て
二
百
八
十
五
点
、
菊
花
九
十

五
点
の
み
ご
と
な
作
品
計
三
百
八
十
点

が
出
品
さ
れ
、
青
年
団
の
バ
ザ
ー
な
ど

も
人
気
を
呼
ん
で
約
「
汗
五
十
人
の
観

覧
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
来
年
も
・
お

楽
し
み
に
・
・
・
:
・
。

第

4
園
生
活
文
化
屡
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月
注
意
し
た
い
H

暖
房
器

空

気

乾

操

す

る

自

力
マ
ド
園
周
辺
、
理
由
突
も

①
他
の

市
町
村
に

比
べ
て
長

浜
町
の
人
は
火
災
予
防
意
識
が
高
く
、

予
防
行
政
に
も
大
き
な
成
果
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と

っ
て
い
た
り
、
煙
突
の
備
え
位
置
が
悪
か

っ
た
③
取
り
灰
を
紙
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
再
燃
し
た
ー
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も

H

不
注
意
H

に
よ
る
も
の
で
す
。

一
一
焼
伸
被
害
額
最
大

た
た
る
地
理
的
悪
条
件

ま
た
、
長
浜
町
の
火
災
は
他
の
市
町

村
に
比
べ
て
一
件
当
り
の
被
害
額
が
全

般
的
に
も
、
建
物
火
災
だ
け
を
み
て
も

非
常
に
大
き
く
最
大
と
な
っ
て
お
り
、

た
と
え
ば
昭
和
五
十
一
年
中
の
場
合
、

〔表

1
〕
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
風
の
強
い
特
殊
な
地

制
桝
一
脚
内
子
町
の
一
七
倍

多
い

H

急
病
H

救
急
業
務
の
利
用
状
況
を
ご
紹
介
し

て
お
き
ま
す
と
・
:

ま
ず
、
昭
和
五
十
一
年
中
の
出
動
数

を
例
に
み
て
み
ま
す
と
〔
表
A
〕
の
通

り
で
、
長
浜
支
署
管
内
で
は
二
百
三
十

件
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
人
口
で

あ
る
内
子
町
に
比
べ
一

e

七
倍
の
出
動

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
人
口
一
万
人
当
り
の
割
合
で

②
火
災
予
防
の
た
め
の
各
種
の
届
出

義
務
も
、
し
だ
い
に
理
解
さ
れ
て
お
り

山
火
事
な
ど
の
減
少
(
昭
和
五
十
年
十

月
の
支
署
開
設
以
来
わ
ず
か
一
件
)
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そタッ災にに項教う 割めとな域
しパプ原い、く副1[な以合とん条で
てコに因ぜ全ととこ上が、ど f牛あ
、のあのん国としとの高そがなる
こ火るト火的もてをよいれ全どこ

、 たに焼 かと
〔表1]昭和51年中に発生した建 め、とらや

物火災 1件当りの被害額 で建な建
す 物 る物そ

長浜田JI 55 E万E千円 | 。火場火の

内子町 I 382万E千円 | 災合災ほ
Lム」一二=---1一一~ ~ニムLぶ」一一一| のがなか
大洲市 13 E万7千円 | 占多ど地
でアーーでで?ーオ . 【ー~ ~庁-，-1 めいは理
五十崎町 1 1 C万6千円 るた ほ的

れ
か
ら
春
に
か
け
て
ど
の
家
で
も
利

用
す
る
暖
房
器
具
、
中
で
も
最
も
大

き
い
原
因
物
で
あ
る
ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ

ツ
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
な
注
意
を
払
う

よ
う
、
家
族
み
ん
な
で
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
+
合
と
ほ
ぼ
同
じ
五
七
・
四
%
を
占
め
て

お
り
、
利
用
意
識
が
都
市
型
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

み
て
み
ま
す
と
、
広
域
管
内
で
は
も
ち

ろ
ん
ト
ッ
プ
、
全
国
の
昭
和
五
十
年
中

の
出
動
数
に
比
べ
て
も
東
京
都
の
二
百

一
一
十
一
件
を
最
高
に
大
阪
府
の
二
百
十

五
件
に
次
ぐ
千
葉
県
並
み
の
百
六
十
八

件
と
な
り
、
全
国
平
均
の
百
四
十
四
件

を
大
き
く
上
回
る
利
用
数
で
す
。

ま
た
、
出
動
の
理
由
別
は
[
表
B
〕

の
通
り
で
、
内
子
や
五
十
崎
な
ど
で
は

「
交
通
事
故
」
に
よ
る
も
の
が
「
急
病
」

と
同
数
程
度
で
あ
る
の
に
、
当
町
で
は

急
病
に
よ
る
も
の
が
最
高
、
し
か
も
そ

の
数
は
十
大
都
市
の
昭
和
五
十
年
の
割
」

①
狭
い
道
路
上
に

自
動
車
や
自
転
車
が

乱
り
に
置
か
れ
て
い

て
、
消
防
車
や
救
急
車
の
通
行
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
一

刻
を
争

7
こ
と
で
す
し
、
お
互
い
の
た

i;l 
(ぷ)

〔表AJ
昭和51年中救急車出動状況

益 ¥出動件数 搬送人員 急j当L仁た出1動1り件買の王数/救¥ 

大 訓i 589 f牛 615人 154 l'牛

長 J兵 230 229 168 

内 子 139 144 95 

五 卜 崎 56 63 85 

〔表8J昭和51年中の救急事故種別

出動状況比較表

|古史u急病 交通事故 その他

長 J兵 57.4% 13.9% 28.7% 100% 

大 洲 46.5 28.7 24.8 100 I 

内 子 39.1 34.1 26.8 100 

五十崎 32.1 4l.1 26.8 100 

10大都市 57.6 14.2 28.2 100 

め
道
路
は
常
に
広
く
し
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

②
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
路
上
へ
飛
び

出
す
方
が
多
く
、
と
て
も
危
険
で
す
。

と
く
に
子
ど
も
さ
ん
H

飛
び
出
さ
な
い

よ
う
J

お
ね
が
い
し
ま
す
。

沖
浦
と
今
坊
に
も

『
陽
だ
ま
り
の
部
屋
』

白
滝
、
出
海
、
大
和
、
小
浦
、
戒
川
、

豊
茂
、
青
島
、
柴
の
各
公
民
館
や
集
会

所
に
次
い
で
、
こ
ん
ど
は
今
坊
隣
保
館

と
沖
浦
集
会
所
に
「
陽
だ
ま
り
の
部
屋
」

が
で
き
ま
し
た
。

陽
だ
ま
り
の
部
屋
ゃ
つ
く
り
は
、
お
年

寄
り
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
人
間
関
係
を

深
め
て
も
ら
っ
て
、
よ
り
生
き
、
が
い
の

あ
る
生
活
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、

愛
媛
県
が
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
各
市

町
村
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

各
地
域
の
公
民
館
や
集
会
所
の
一
室
に

ジ
ュ

i
タ
ン
、
暖
房
器
具
、
テ
レ
ピ
、

水
屋
、
茶
器
セ
ッ
ト
、
図
書
、
座
机
ー

な
ど
、
お
年
寄
り
が
ゆ
っ
く
り
と
く
つ

ろ
げ
楽
し
く
憩
え
る
よ
う
に
各
施
設
ご

と
に
金
額
に
し
て
約
五
十
万
円
相
当
の

備
品
を
県
と
町
と
が
半
分
づ
っ
負
担
し

て
設
置
す
る
も
の
で
す
。

利
用
す
る
場
合
の
手
続
き
や
規
則
は

施
設
の
責
任
者
に
聞
い
て
、
ど
う
ぞ
大

い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
は
櫛
生
公
民
館
へ
の
設
備

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
で
お
悩
み

の
方
は
擁
護
委
員
ヘ

み
な
さ
ん
の
中
で
、
家
族
聞
の
人
権

問
題
に
限
ら
ず
、
隣
近
所
の
い
や
が
ら

せ
、
借
地
、
借
家
の
ゐ
め
ご
と
、
そ
の

ほ
か
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
的
な
人
権

が
犯
さ
れ
た
り
、
離
婚
、
相
続
、
交
通

事
故
、
登
記
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の

方
は
、
次
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

長
浜
町
の
人
権
擁
護
委
員

熊
野
熊
雄
(
長
浜
本
町
)

平
田
三
盛
(
出
海
)

土
居
孝
童
(
柴
)
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も
う
な
ず
対
に
や
っ
て
ゆ
け
る
自
信
が
あ
っ
た
」
川

げ
る
。
が
、
と
け
う
。
そ
れ
は
「
鉄
駅
で
汚
れ
る
仕
川

力
、
ン
ヤ
は
い
干
し
一
J

け
に
イ
ヤ
で
、
や
は
り
ホ
ワ
イ
い
叫

ヘ
ル
屈
を
焼
カ
ラ

i
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
り
た
か
叫

い
た
り
、
っ
た
」
と
い
う
長
男
の
松
造
さ
ん
(
四
刊

と
た
い
た
一
一
)
を
こ
の
道
に
つ
な
、
げ
た
大
切
な
変
州

、j
し
で
鍛
国
で
も
あ
り
、
そ
の
松
造
さ
ん
も
ム
/
で
川

λ

で
器
物
は
「
私
の
作
品
に
文
句
を
つ
け
る
く
-
つ
州

を
つ
く
る
け
に
な
っ
た
か
ら
大
丈
夫
」
と
義
行
さ
刈

所
で
あ
り
、
ん
に
太
鼓
判
を
押
さ
れ
て
い
る
立
派
な
川

鉄

工

所

は

後

継

ぎ

で

あ

る

。

川

単
に
鉄
材
「
土
日
の
よ
う
に
待
っ
て
い
て
来
て
く
川

を
使
っ
て
れ
る
お
零
さ
ん
日
心
け
で
は
食
っ
て
ゆ
け
い
川

鉄
器
を
つ
ま
せ
ん
の
で
、
販
売
に
も
力
を
入
れ
、
川

「
と
き
に
は
八
幡
く
る
と
こ
ろ
。
製
品
も
異
な
る
。
両
面
で
が
ん
ば
っ
と
り
ま
す
一
と
、
時
九
州

浜
や
松
山
な
ど
か
ら
ぼ
史
を
ひ
も
と
け
ば
、
義
行
さ
ん
の
代
に
対
応
し
た
経
営
の
苦
心
も
伺
え
、
川

も
、
占
丈
が
あ
っ
ま
す
」
祖
父
が
タ
ン
ス
カ
ジ
ヤ
(
タ
ン
ス
に
収
わ
ド
か
一
軒
と
い
う
心
細
さ
と
七
十
」
川

と
い
う
こ
と
以
、
単
り
付
け
る
金
具
を
一
了
、
三
、
之
が
農
設
し
と
な
っ
た
義
行
さ
ん
を
頼
も
し
く
支
川

に
同
業
行
が
少
な
く
具
や
家
庭
器
具
の
カ
シ
ャ
、
ぷ
「
二
¥
え
ご
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の

な
っ
た
か
一
り
と
い
う
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
一
二
代
円
が
夜
行
主
松
造
さ
ん
夫
婦
に
は
男
児
が
恵
ま
れ
ず

こ
と
だ
け
で
以
な
い
、
ん
(
現
在
七
一
歳
)
で
あ
る
r

:

一
人
の
娘
さ
ん
だ
け
。
「
ど
う
考
え
て

A

こ
れ
ら
の
注
文
が
ま
「
十
六
歳
の
と
き
か
ら
団
父
さ
ん
に
も
紅
の
代
ま
で
で
す
、
不
」
と
苦
笑
い
〉
ベ

た
、
今
な
わ

η

山
本

P
し

ば

し

も

休

ま

ず

っ

ち

川

口
r
H
U
H
U酌
の
力
ジ
ヤ
が
ま
芦

εだ
位
在
川
っ
U
M
T
J立
川
町
一

の

一

つ

で

も

あ

る

よ

)

さ

え

怠

を

も

つ

か

ず

仕

事

川

う

だ

。

一

時

一

調

印

-

片

山

本

義

行

さ

ん

一

家

備

に

せ

い

出

す

村

の

カ

ジ

ヤ

叩

終
戦
後
し
ば
ら
く

(

P

あ

る

と

は

名

高

い

は

た

川

は
町
内
に
も
ふ
ハ
軒
ほ
ど
の
カ
ジ
ヤ
さ
ん
鍛
え
ら
れ
て

F

一

と

い

う

義

行

さ

ん

は

ら

き

者

よ

早

起

き

早

ね

の

や

ま

い

川

が
あ
り
、
山
本
さ
ん
の
家
で
も
二
人
の
山
本
家
の
一
三
一
男
。
当
時
は
長
男
が
後
継
知
ら
ず
長
年
き
た
え
た
じ
ま
ん
の
川

弟
子
を
一
雇
っ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
、
ぎ
で
あ
る
と
い
っ
た
風
潮
の
定
ま
っ
て
う
で
で
打
ち
出
す
す
き
く
わ
心
こ
恥

い
う
。
し
か
し
、
農
議
豆
一
ぺ
の
溌
械
化
が
い
た
こ
ろ
に
も
か
か
わ
ら
、
ァ
、
あ
え
て
も
る
ー
と
、
そ
っ
く
り
山
本
さ
ん
を
川

進
わ
に
つ
れ
て
需
要
は
減
少
、
経
営
が
こ
の
道
に
か
け
五
ト
五
年
に
な
る
-
そ
取
っ
た
よ
う
な
こ
の
歌
「
村
の
カ
ジ
「
」

iw

成
り
I
J
N

一
た
な
く
宇
一
ソ
て
一
粁
二
針
と
姿
れ
だ
け
に
技
術
に
か
け
る
信
念
は
厳
し
ら
つ
い
に
文
部
省
唱
歌
か
ら
は
ず
δ
れ

川

を
消
し
、
と
一
一
一
一
い
う
よ
り
も
身
近
な
「
鉄
く
「
値
段
よ
り
も
品
一
よ
い
品
で
長
る
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
ぐ
。
そ
れ
~
つ

V

工
所
」
に
と
転
身
し
て
い
っ
た
と
い
う
続
き
を
」
と
の
経
育
方
針
は
少
し
も
交
け
て
松
造
さ
ん
の
娘
さ
ん
た
ち
は
つ
)
仰

の
が
実
情
で
あ
る
内
山
し
や
さ
ん
一
好
に
わ
る
こ
と
な
く
、
人
7

の
二
バ
バ
健
在
ぷ
り
こ
に
カ
ジ
ヤ
が
あ
る
の
に
、
文
部
告
に

V

な
っ
て
も
う
ト
午
と
い
う
か
ら
、
私
た
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
コ
言
っ
て
や
ろ
う
か
」
と
言
っ
て
ば
い
ト

V

ち
か
ら
ー
ウ
ジ
ヤ
」
と
い
う

L
菜
が
忘
「
今
ま
で
ど
う
し
よ
う
か
な
ど
と
迷
/
ム
え
肢
を
笑
わ
せ
て
い
る
と
い
う
〔

i

れ
ら
れ
て
ゆ
く
の
も
当
然
で
あ
り
、
什
行
っ
た
り
し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ

者
の
中
に
「
鉄
工
所
」
と
「
汚
ジ
ヤ
一
ん
。
と
に
か
く
こ
の
仕
事
が
好
き
で
絶

が
同
一
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
た
り
す
る
の

ZE--
三三宅一
Z
E
-
-
Z
Z
E
-
-
ュ
z
t
t
ュ
E
t
-
-
Z
-
Z
Z
E
-
-
三t
z

f
孟
さ
三
-
-
1
S
I
Z
E
-
z
Z
E
-
-

一ZE--
一ZE---uZEt---FEz---
一一--zz--zz-v

「トンチンカきょうも鎚音をさかせて
仕事に績を註同国山本さん羽子

eぞ事

?竺翠翠霊盟叉三遮密室率哀.~TIíl
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表
彰

保健婦に

勲六等瑞主主主

昭
和
二
十
年
に
当

時
の
大
和
村
役
場
に

就
職
以
来
約
三
十
年

間
、
町
の
保
健
衛
生

の
仕
事
ひ
と
す
じ
に

第
一
線
で
住
民
の
健

康
管
理
に
努
め
て
き

た
沖
浦
の
清
水
文
子

さ
ん
(
ド
口
六
)
H
H
写

真

l
に
、
こ
の
秋
の

叙
勲
で
「
勲
六
等
瑞

宝
古
叩
」
が
授
占
草
さ
れ

キ
A
F
1
)

ふ
に
。

清
水
さ
ん
は
、
へ

き
弛
の
保
健
衛
生
の

功
労
に
よ
り
受
章
さ

れ
た
も
の
で
、
と
く

に
終
戦
後
、
結
核
予

防
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
へ
き
地
の
す

み
ず
み
に
ま
で
歩
を

運
ん
?
、
そ
の
予
防
活
動
に
努
め
る
な

ど
、
た
き
な
功
績
と
労
苦
の
跡
が
伺
え

斗

ユ

斗

47
久
7

凶
の
愛
媛
県
関
係
者
の
授
章
者
五

卜
一
七
人
の
中
で
は
最
年
少
と
い
う
こ
と
。

「
受
音
了
さ
れ
る
よ
う
な
特
別
な
こ
と

も
い
た
?
二
、
お
り
ま
せ
ん
し
、
勤
め
と

し
て
当
然
な
こ
と
だ
け
を
し
た
だ
け
で

あ
り
、
も
っ
た
い
な
く
て
:
一
と
、
恐

縮
す
る
清
水
さ
ん
》
私
た
ち
の
健
康
の

た
め
に
今
後
と
も
ご
尽
力
項
き
ま
す
よ

w

吋
ノ
干
)
.
.
。

お
め
で
と
う
ご
、
さ
い
ま
す
。

森
前
総
務
課
長

統
計
行
設
功
労
で

長
浜
町
役
場
前
総
務
課
長
(
現
住
民

課
長
)
の
森
議
さ
ん
(
五
回
)
は
、
多

年
に
わ
た
っ
て
地
方
統
計
行
政
に
バ
、
く

し
、
多
大
な
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
一
よ

り
、
こ
の
ト
一
月
八
円
愛
媛
県
片
で
問

か
れ
た
第
十
六
回
愛
媛
県
統
計
大
会
の

席

k
、
愛
媛
県
統
計
協
会
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

町
長
賞
は
小
西
さ
ん

生
活
文
化
屡
菊
花

{
町
長
賞
】
小
西
か
ほ
み
市
立
茂
)

{
教
育
委
員
長
賞
]
桐
田
恵
美
子
ロ

仁

l
親
子
(
今
坊
)
、
黒
田
正
九
郎
(
沖

浦
)

{
教
育
長
賞
}
豊
茂
子
供
会
、
喜
多

灘
予
供
会
、
白
滝
子
供
会

{
中
央
公
民
舘
長
賞
】
宵
同
一
明

pr

ゆ
か
り
H
H
親
子
(
今
坊
)
、
犬
訂
ハ
ヨ
(
県

茂
)

{
連
合
婦
人
会
長
賞
]
沢
田
栄
子
・

幸
正
H
1
綴
py(ム
ブ
坊
)
、
仲
尾
喜
佐
子
(
今

坊
)

{
佳
作
}
{
呂
田
マ
サ
チ
・
信
子

l
親

子
、
深
斤
正
且
一
旦
・
一
也

1
親
子
、
片
岡

愛
子
a

利
恵

i
視
子
、
津
田
高
子
・
直

光

1
親
子
、
平
松
桔
、
池
田
政
刻
。
以

上
い
ず
れ
も
今
坊
。
(
敬
祢
略
)".' '"晶

画T長賞Iこ輝いた小西さ

んの作品
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甘い騒の手口iこミ違憲ミ

るしが覚鳴い

で
た
く
み
に
魔
の
手
を
差
し
の
べ
る
手

口
で
迫
っ
て
き
ま
す
の
で
、
絶
対
に
手

を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。!寄

付

お
誕
生
お
め
で
と
う
月

住長 j中沖沖長長下
須

浜浦 j甫浦浜浜戒

同
月
届
出
分
(
敬
称
略

所

保
護
者
氏
名

高菊村中小紙古
田地上上西本爪

お
く
や
み

続
柄

I田
JL. 

名

O
Aブ
坊
の

服
部
勝

さ
ん

(
三
四
)

・
・
・
砂
場

用
砂
を

喜
多
灘

保
育
所

ヘ

O
豊
茂
の
楠
野
重
年
さ
ん
(
三
七
)
・
・

鼓
笛
バ
ン
ド
用
バ
ト
ン
一
式
を
豊
茂

小
学
校
へ

r
汐
グ
り
同
士
一
口
氏
百

い
w

バ
/
ノ
u

V

6

4

中
，
向
日

問
月
長
浜
町
役
場
届
出
分

(
敬
称
略
)

f主

婚
姻
届
時
年
齢

住長長 j中長沖仁出今豊沖

問
月
届
出
分
(
敬
称
略

所

氏

邦義隆副ー健久
彦則志黙男一男

二
女
裕
美
校

長

女

寛

子

長

男

俊

徳

二

女

雅

恵

二

男

敏

康

長

女

智

恵

二

女

敦

子

所

氏

名

浜浜 i甫浜 j甫久海坊茂浦

武

知

ハ

ヤ

松

田

永

大
野
高
士
口

上
野
ハ
ル
ヱ

藤

井

起

一

山
田
ヒ
サ
コ

大

石

仁

一
一
宮
セ
キ

佐
野
イ
マ
ヨ

岩
城
真
一

名

死
亡
時
年
齢

¥

長

浜

/
内
子
町

¥

長

浜

/
大
洲
市

木

林

害

竺

一

庄
太
三
港
子

小

浦

三

郎

矢
野
ハ
ヤ
コ

一一一一酌一一喝一

(
七
二
)

(
七
六
)

(
六
七
)

(八

O
)

(
七
二
)

(六

O
)

(五
O
)

(
九
二
)

(
八
七
)

(
六
回
)

τz==-=ZE--一-zz-TZz-一=-Ez--一=-z----Ez--一三』τ=z-一戸一-一一守ごェ-一三毛=一-zニ=-=一-一=zzz--一二三百一--Z』で一エ一一-=ニ-一-一一-一-一=z一ニ】F-ez一一==一一一一一-一で一三-=-2Zニz-=一一-e一==一-一一一-一一エユ====--ezzz一一一二ニ一一一一一
-p-
一一一-一一一一-zzzz==-EP--一一-ぐニニエ一-ニ==一z-F一

ゑ
努
/

昆
解
説
蕗

編

集

後

記

心
配
さ
れ
て
い
た
助
役
が
決
ま
り
、

ま
た
、
勲
六
等
瑞
宝
章
の
受
章
者
が
出
、

一
方
、
児
童
生
徒
の
発
明
工
夫
展
で
は

長
小
生
徒
が
ま
た
ま
た
最
高
賞

i
と、

こ
と
し
の
最
終
号
を
た
く
さ
ん
の
明
る

い
話
題
で
飾
る
こ
と
が
で
き
、
編
集
作

業
も
大
変
快
く
進
め
さ
せ
て
項
き
ま
し

た。
表
紙
は
例
年
の
通
り
行
政
的
な
色
彩

で
こ
と
し
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
も

の
で
す
が
、
取
材
不
足
が
こ
こ
で
も
た

た
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
表
わ
す
も
の

に
成
り
得
、
ず
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
次
号
は
年
明
け
て
昭
和
五
十

三
年
、
西
暦
一
九
七
八
年
の
新
春
号
。

二
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
υ
:
・
と
い

う
こ
と
わ
ざ
に
あ
や
か
つ
て
、
豊
か
な

暮
し
を
目
ざ
す
抱
負
η

私
の
均
年
H

を

ま
た
何
人
か
の
皆
さ
ん
に
述
べ
て
項
く

な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
来
る
年
も
元
気
で
お
目
に
か

か
れ
ま
す
よ
う
に
:
。

数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

いよいよ師走の風が身にしみる

ころとな立、冬至の柚湯の香りに

しみじみj受って・・ーと、手紙文の

範例が浮んでくる。 1年 365日

(8，7606寺問)は、あっという聞に

過ぎたのではなかろうか。年の初

めにいろいろな目標や誓いを立て

て出発したのに、どれほどのこと

が達成できたのだろうか。ささや

かでもいい、目標を持つことが生

きがいにつながったのだ。町とし

ても、政治、文化、経済、社会福

祉、教育、開発など、町民一体と

なって歩んだ。 昭和49年度に国道

に昇格した 378号線を肱川河口で

結ぶ新長浜大橋の開通式、地域総

合教育の推進による家庭・社会・

学校総ぐるみの人間作り、諸産業

開発など。しかし一方では円高に

よる企業の倒産、青少年非行の低

年齢化、ハイジャック事件。でも、

お互いの胸中には、家庭づくりや

社会奉仕、生業に専念し豊かな町

づくりの目標が少しでも達成で

きた喜びが渦まくのを感じる。

今こそ世界の距離は短縮され文化

交流はめざまし"0日本は東西の

接点にあり世界文化交流の主役に

あることを誇りとし、世界はーっ

との自覚に立って、より美しく、

和やかで、政治、経済、文化、科

学などを創造し、新しさをうちた

てたいもの。一年の時の速さをか

みしめ、総整理、総反省を忘れな

いこと。とくに大切な心の塵を払

い新しい年に備えよう。

帯世日人

11月1日現在 前月との比較

13，526人 40人減
人口 (男 6，4円) (似fD女 7，091 22人

|問| 3，940世帯 6世帯減

幡?


